
 
 

障 害 者 福 祉 課 

 

 議案第６３号 

   港区指定障害児通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準等 

   を定める条例の一部を改正する条例について 

 

 東京都指定障害児通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準に関する条例（平

成２４年東京都条例第１３９号。以下「都条例」といいます。）の一部改正を踏まえ、

港区指定障害児通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例

（以下「条例」といいます。）の一部を改正します。 

 

１ 改正理由 

  東京都は、認可保育所等と児童発達支援事業所が併設している場合に職員が兼務

すること及び設備を共用することについて、併設している施設が東京都知事の認証

する保育所（以下「認証保育所」といいます。）の場合は、職員が兼務すること及

び設備を共用することができないこととしていましたが、都条例を改正し、令和７

年４月からは認証保育所の場合も、職員の兼務及び設備の共用を可能としました。 

  東京都の対応を踏まえ、区内の児童発達支援事業所についても、認証保育所と併

設している場合に職員の兼務及び設備の共用を可能とするため、条例の一部を改正

します。 

  また、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１７

年法律第１２３号）の一部が改正され、引用している条項番号が変更されたことを

踏まえ、条例を改正します。 

 

２ 改正内容 

（１）認証保育所に入所している児童と児童発達支援事業所に通所している障害児を

交流させる場合の両施設の職員の兼務を可能とします。 

（２）児童発達支援事業所と併設する認証保育所の設備の共用を可能とします。 

（３）条例で引用している障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための

法律の条項番号を変更します。 

 

３ 施行期日 

  ２（１）及び（２）については、公布の日 

  ２（３）については、令和７年１０月１日 

令和７年６月３０日 資料№４ 
保 健 福 祉 常 任 委 員 会 

1



2

令和７年６月３０日 資料№４－２
保　健　福　祉　常　任 委 員 会
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